
旭川工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 環境エネルギー工学
科目基礎情報
科目番号 0074 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 電気情報工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 指定しない/プリント（講義資料ほか）
担当教員 細川 祐揮
到達目標
1. 電力流通設備の概要について説明ができる。
2. 発電設備（水力・火力・原子力・新エネルギー）の種類・原理・役割等を説明し、数値計算ができる。
3. 世界のエネルギー情勢と日本の現状を理解し、安定的かつ経済的な電力供給を維持していくことの必要性について説明ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
電力流通設備の概要について、個
々の役割を十分に理解した説明が
できる。

電力流通設備の概要について説明
ができる。

電力流通設備の概要について説明
ができない。

評価項目2

 発電設備（水力・火力・原子力・
新エネルギー）の種類・原理・役
割等を、個々のメリット・デメリ
ットを踏まえて体系的に理解の上
で説明し、数値計算ができる。

 発電設備（水力・火力・原子力・
新エネルギー）の種類・原理・役
割等を説明し、数値計算ができる
。

 発電設備（水力・火力・原子力・
新エネルギー）の種類・原理・役
割等の説明や数値計算ができない
。

評価項目3

世界のエネルギー情勢と日本の現
状を十分に理解し、安定的かつ経
済的な電力供給を維持していくこ
との必要性について、電力技術者
の視点から、建設的かつ説得力の
ある説明ができる。

世界のエネルギー情勢と日本の現
状を理解し、安定的かつ経済的な
電力供給を維持していくことの必
要性について説明ができる。

世界のエネルギー情勢と日本の現
状を理解が乏しく、安定的かつ経
済的な電力供給を維持していくこ
との必要性について説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 電気情報工学科の教育目標③ 学習・教育到達度目標 本科の教育目標③
JABEE B-3 JABEE D-1 JABEE D-2
JABEE基準 (d)
教育方法等

概要
・現代の産業とくらしに欠かすことが出来ない電力について、ここでは主に発電設備の特性と役割を理解し、安定的か
つ経済的な電力供給を実現するベストミックスの重要性を学ぶ。
・世界のエネルギー情勢の中で、資源の乏しい日本が、持続的に電力の確保と自然環境の保護を両立するための諸課題
を意識し、電力技術者として長期的な観点から解決に取り組む視点を養う。

授業の進め方・方法 ・各単元において独自のプリントを配布する。授業は、それに沿って口頭および板書による補足をしながら進める。

注意点

・教育プログラムの学習・教育到達目標の項目は，B-3,D-1,D-2とする。
・総時間数90時間（自学自習60時間）
・自学自習時間（60時間）は，日常の授業（30時間）に対する予習復習，レポート課題の解答作成時間，試験のための
学習時間を総合したものとする。
・評価については，合計点数が60点以上で単位修得となる。その場合，各到達目標の到達レベルが標準以上であること
，教育プログラムの学習・教育到達目標の各項目を満たことが認められる。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 電力流通設備の概要（１） 電力流通設備の概要を理解し説明できる。（電力系統
の構成、送電設備）

2週 電力流通設備の概要（２） 電力流通設備の概要を理解し説明できる。（変電設備
）

3週 電力流通設備の概要（３） 電力流通設備の概要を理解し説明できる。（配電設備
）

4週 水力発電（１） 水力発電設備の種類を理解し説明できる。

5週 水力発電（２） 水力発電の原理・理論・特性を理解し、求められた数
値を計算できる。

6週 火力発電（１） 火力発電設備の種類を理解し説明できる。

7週 火力発電（２）
中間試験を実施する

火力発電の原理・理論・特性を理解し、求められた数
値を計算できる。

8週 原子力発電（１） 原子力発電の原理・構造・種類を理解し説明できる。
また、原理に基づき、求められた数値を計算できる。

2ndQ

9週 原子力発電（２） 放射性物質および放射線の性質を理解し説明できる。

10週 原子力発電（３） 原子力発電における生成物と、それらのうち廃棄物の
処分方法や課題等について理解し説明できる。

11週 その他の発電方式（新エネルギー）（１） ‘新エネルギー’の種類や普及のための制度設計、および
風力発電の構造・原理等について理解し説明できる。

12週 その他の発電方式（新エネルギー）（２） 太陽光発電・地熱発電・バイオマス発電の構造・原理
等について理解し説明できる。

13週 その他の発電方式（新エネルギー）（３）
風力発電・太陽光発電・地熱発電・バイオマス発電に
ついて、その原理に基づき求められた数値を計算でき
る。

14週 世界のエネルギー情勢と日本の政策および課題（１）
世界のエネルギー資源、再生可能エネルギーの現状と
課題について理解し説明できる。また、電力自由化の
概要（変遷、制度、課題）について理解し説明できる
。



15週 世界のエネルギー情勢と日本の政策および課題（２）
世界のエネルギー資源、再生可能エネルギーの現状と
課題について理解し説明できる。また、電力自由化の
概要（変遷、制度、課題）について理解し説明できる
。

16週 期末試験 学んだ知識の確認ができる。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 3 前14,前15

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 3 前14,前15

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 電力

電力システムの構成およびその構成要素について説明できる。 3 前1,前2,前
3

交流および直流送配電方式について、それぞれの特徴を説明でき
る。 3 前1

電力システムの経済的運用について説明できる。 3 前11
水力発電の原理について理解し、水力発電の主要設備を説明でき
る。 4 前4,前5

火力発電の原理について理解し、火力発電の主要設備を説明でき
る。 4 前6,前7

原子力発電の原理について理解し、原子力発電の主要設備を説明
できる。 4 前8,前9,前

10
その他の新エネルギー・再生可能エネルギーを用いた発電の概要
を説明できる。 4 前11,前

12,前13
電気エネルギーの発生・輸送・利用と環境問題との関わりについ
て説明できる。 4 前14,前15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他（レポー

ト等） 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 10 0 0 0 0 5 15
専門的能力 60 0 0 0 0 10 70
分野横断的能力 10 0 0 0 0 5 15


